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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

した大きな人工芝グラウンドに寛ぎスペースの中
校庭、隣には 4面のテニスコートがあり、生徒たち
がのびのびと学校生活を送る環境が整っています。

中学では中 1林間学校、中 2勉強合宿、中 3修
学旅行の 3つ、高校では高 1行事、高 2修学旅行
の 2つの宿泊行事を実施。その他、中高同時開催

の文化祭（銀杏祭）やマラソン大会、中高別開催
の体育大会などが行われます。
部活動は42部あり、在校生の80％以上が所属し
ています。運動部は、軟式野球（中学）、硬式野
球（高校）、サッカー（高校）、水泳、テニス、チ
アダンスなどが活躍。文化部では、演劇、フォー
クソング、吹奏楽、放送などが各種コンクールで
上位入賞を果たしています。

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.nichidai2.ac.jp/
　　　　大正15年（1926）日本大学の 2番目の付
属中学、日本大学第二中学校として創立。翌々年
には、日本大学第二商業学校を開校。昭和22年よ
り中学は新制日本大学第二中学校に移行し、同23
年高校は新制日本大学第二高等学校に名称変更し
ました。また、同24年に中学・高校に女子部を併
設。平成 8年度より中学校が、同 9年より高校も
男女共学となりました。

「明るさ」と「おおらかさ」が校風です。「信頼
敬愛」「自主協同」「熱誠努力」の校訓 3則のもと、
自主性・創造性を育み、知・徳・体・食のバラン
スのとれた人間の育成をめざします。さらに、「能
力と個性の伸長」「集団生活を通しての成長」「社
会についての理解と公正な判断力の養成」「勤労
を重んじる精神の涵養」「進路の選択」の 5項目
を教育方針として、「厳しいうちにも楽しくいき
いきとした学校生活」「進路の開拓に役立つ学校
生活」を実現できるよう、指導にあたっています。

基礎・基本の徹底
中学では、先取り授業を行わず、しっかりとし
た基礎学力の定着を図るため振り返り学習に重点
を置いています。英語・数学の 2科目では、個々
の学習進度に合わせた「演習」の分割授業を週 2
時間実施。また、勉強に遅れをとっている生徒に
対する週ごとの学習点検（放課後補習）を行って
います。加えて、中 3生には、学習の総まとめと

して「持続可能な開発目標（SDGｓ）」を中心課
題とした「卒業研究」を行います。
高校では2022年度入学生より、これまで 2年で

は文系・理系コース、 3年では文系・理系・国公
立文系・国公立理系に分けていたものを改編。文
系・理系コースから「人文社会」「理工」「医療」
の 3つのコースに細分化し、自己の進路や目標に
応じた学力向上を図ります。
中高 6カ年を通じて、通常の授業のほかに補習

や講習を随時行っており、基礎学力の定着や大学
受験対策は万全です。また、担任や教科担当者は
生徒達と寄り添うような指導を展開しており、
個々の目標実現を強力にサポートしています。

海外研修には、アメリカ・オレゴン州の姉妹校
で現地の高校生と机を並べ、授業を受ける年 2回
のホームステイプログラムと、日本大学主催のイ
ギリスのケンブリッジ大学での春と夏の語学研修
があります。アメリカ研修へは毎年50人程度、イ
ギリス研修は 4人程度が参加しています。

静かな住宅街に囲まれた緑豊かな敷地内には、
杉並百景にも選ばれる42本の銀杏並木があり、四
季折々の美しい姿は、生徒たちに安らぎを与えて
います。加えて、南向きで開放的な中学・高校校
舎、教科に特化した芸術校舎に理科校舎、武道館
がゆったりと配置されており、落ち着いた雰囲気
に包まれています。また、 4コーストラックを有

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

国際理解教育

環境・施設設備
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〒167 – 0032　東京都杉並区天沼1 – 45 – 33　☎03 – 3391 – 0223　中学校長　寺西　一清　高等学校長　中島　正生

■2025年度入試日程　中高ともWeb出願
（下記日程は予定です。詳細は 9月以降の「入試要項」を参照）
　　　　　
募集人員 出願期間 試験日発表日手続締切日
1 回　男80 1/10〜1/31 2/1 2/1 　2/3　　　女80
2 回　男40 　1/10〜2/2　 2/3 2/3 　2/5　　　女40
　　　　　　
募集人員 出願期間 試験日発表日手続締切日
推薦　男女�105 窓口1/15 1/22 1/23 1/24
一般Ａ�
　　Ｂ

男女
� 105

郵送
1/25〜2/6※

Ａ2/11�
Ｂ2/11

Ａ2/12�
Ｂ2/12

Ａ2/13
Ｂ3/4

※一般のデータ入力締切は2/5
■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　
国語、算数、理科、社会
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
各50点計50分　
〈面接〉なし
　　　　　　
推薦：書類審査、面接、作文（600字60分）�
＊2024年度テーマ「私が人と関わるときに大切に
していること」【出願条件】第一希望の者で内申
5科20かつ 9科35　東京都、埼玉県、千葉県、神
奈川県の国公立中学卒業見込者
一般：国語、数学、英語（リスニングあり）
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉推薦のみ　生徒個人　重視
■2024年春併設大学・短大部への進学
日本大学が実施する高 2春・高 3春・秋の 3回に
分けて行われる基礎学力到達度テストの成績、学
内成績、面接等を参考に各学部で決めた一定の基
準に従って選抜。
日本大学−126（法13、法二部 0、文理17、経済
16、商10、芸術 8、国際関係 2、危機管理 3、ス

ポーツ科 1、理工22、生産工12、工 0、医 1、歯
3、松戸歯 0、生物資源科15、薬 3）
日本大学短期大学部ー進学者なし
■指定校推薦枠のある主な大学
早稲田大　上智大　東京理科大　明治大　青山学
院大　中央大　法政大　立教大　学習院大　成蹊
大　成城大　東京女子大　日本女子大　日本歯科
大　昭和薬科大　明治薬科大　獨協医科大　武蔵
野美術大など
■2024年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
429人 387人 2 人 1 人 0 人 1 人 38人
■2024年度入試結果
　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
1 回男　　80 202 175 89 2.0
　　女　　80 187 173 89 1.9
2 回男　　40 342 206 55 3.7
　　女　　40 252 144 53 2.7
　　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

推薦　　男女105 111 111 111 1.0
一般Ａ　男女105 363 339 124 2.7
　　Ｂ　　　 85 80 25 3.2
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中学校

高等学校
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データファイル

学校説明会　要Web予約
★中学校　
10/12　11/16　※ライブ配信あり
公開授業　9/21
★高等学校　
9/14　11/30　12/9　※ライブ配信あり
個別学校見学は随時可（要電話連絡）
見学できる行事　
文化祭　11/9 ・ 11/10（ミニ説明会あり）
体育大会　中学　10/5

高校　6/8（終了）


